
編集後記：20 年以上前に隣人だった新聞記者の名前を連載記事で見つけた。記事はチリでノマドクライマーとして暮らす息子さんとの旅の
様子が書かれていた。ホテルには泊まらず、行く先々で友人を頼り、寝食を共にする。自分を飾ることなく弱さを見せ、心を「むき出し」に
して人と関わり合う息子さんを、日本での常識や思い込みを取り払い、自分と考え方も生き方も違う人間であり、年来の友人のようと認めて
いた。国や政治状況は違うが、生きていくために必要な基本的な人権がそこにはあるのだと考えさせられる連載だった。（K）
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の作品です。花言葉は「今を生きる」。森の中で木漏れ日を受けて咲く姿は、の作品です。花言葉は「今を生きる」。森の中で木漏れ日を受けて咲く姿は、

まさにひと・まち社の目指すところです。まさにひと・まち社の目指すところです。

ひと・まち社より

評価者内部研修　～ひと・まち社の第三者評価とは～評価者内部研修　～ひと・まち社の第三者評価とは～

「福祉サービス第三者評価」事業者向けのリーフレットを新しくしました「福祉サービス第三者評価」事業者向けのリーフレットを新しくしました

ひと・ まち社へのご寄付をお願いいたします
振込先口座 　

 特定非営利活動法人市民シンクタンクひとまち社

三菱 UFJ 銀行  新宿中央支店  普通　5298170 

メールアドレス登録のお願い
ひと・まち社では SDGｓの取り組みとしてペーパレスをすすめていま
す。今後の機関紙「ひと・まち」の電子データでの発信を検討して
います。通信購読をご希望の皆様にはメールアドレスのご登録への
ご協力をお願い致します。npo@hitomachi.org

第三者評価事業　繁忙期に向かって第三者評価事業　繁忙期に向かって
第三者評価は、受審する事業者が行政に対し補助金の申第三者評価は、受審する事業者が行政に対し補助金の申

請手続きをする関係から、従来は10月頃から３月までが繁請手続きをする関係から、従来は10月頃から３月までが繁
忙期となっていた。コロナ禍以降は前倒しの傾向で、特に今忙期となっていた。コロナ禍以降は前倒しの傾向で、特に今
年は早く終えたいと希望する事業者が多くあり、６月より評年は早く終えたいと希望する事業者が多くあり、６月より評
価が進行している。年間実践目標は30件に定めているが７価が進行している。年間実践目標は30件に定めているが７
月時点で40件を超える依頼となった。月時点で40件を超える依頼となった。

そこで、第一回評価室会議を６月に開き、ひと・まち社の独そこで、第一回評価室会議を６月に開き、ひと・まち社の独
自評価者マニュアルをもとに、評価の基本とする「利用者本位自評価者マニュアルをもとに、評価の基本とする「利用者本位
の福祉サービスであるために」を改めて確認する研修を行った。の福祉サービスであるために」を改めて確認する研修を行った。
大切にしている評価の姿勢大切にしている評価の姿勢

評価者は東京都福祉サービス評価推進機構が開催する悉評価者は東京都福祉サービス評価推進機構が開催する悉
皆研修を毎年受講し、３年に１回以上各種専門分野の研修皆研修を毎年受講し、３年に１回以上各種専門分野の研修
を受けて東京都の評価者としての姿勢を学んでいる。を受けて東京都の評価者としての姿勢を学んでいる。

この度の内部研修は、独自の評価者マニュアルを見直し、この度の内部研修は、独自の評価者マニュアルを見直し、
「ひと・まち社らしい評価とは」を共有する機会とした。「ひと・まち社らしい評価とは」を共有する機会とした。

ひと・まち社は、誰が読んでもわかりやすい評価結果報ひと・まち社は、誰が読んでもわかりやすい評価結果報
告書づくりを目指し、事業所の実状にあった評価結果を導く告書づくりを目指し、事業所の実状にあった評価結果を導く
ため、評価者間の合議を丁寧に行っている。１件の評価はため、評価者間の合議を丁寧に行っている。１件の評価は
２～３名のチームで行っており、対面で合議を行うことで分析２～３名のチームで行っており、対面で合議を行うことで分析

を深めてチーム内の合意を高めている。評価結果報告書づくを深めてチーム内の合意を高めている。評価結果報告書づく
りの最後の合議は、チーム以外の経験豊富な評価者を加えりの最後の合議は、チーム以外の経験豊富な評価者を加え
て行うことで、各項目の講評がより客観的でわかりやすい表て行うことで、各項目の講評がより客観的でわかりやすい表
現になるようにしている。20年間変わらないスタイルであり、現になるようにしている。20年間変わらないスタイルであり、
他機関との差異になっていることを共有した。また、事業所他機関との差異になっていることを共有した。また、事業所
訪問時の言動や服装、評価結果作成時の注意事項を確認し訪問時の言動や服装、評価結果作成時の注意事項を確認し
た。これらを踏まえ今後も、個人の尊厳を大切に、安定したた。これらを踏まえ今後も、個人の尊厳を大切に、安定した
福祉サービスが提供されるよう、分かりやすい表現で事業者福祉サービスが提供されるよう、分かりやすい表現で事業者
にフィードバックしていきたい。にフィードバックしていきたい。

評価者募集中
東京都が認証する評価機関は114 法人ある。ひと・

まち社は 2002 年の試行時に認証機関となって以来評
価に取り組み、実績は 576 件。現在の所属評価者は
29 名で、新たに１名が評価者養成講習を受ける。

評価者養成講習は年一回開催で、「資格を保有して福
祉現場に３年以上勤務」・「３年以上 20 名以上の従業
員をもった実績のある経営者」・「調査・研究活動の実績
保有者」などが資格要件となる。ヘルパー・介護福祉士・
社会福祉士・ケアマネジャー・保育士・看護師、事業経
営などの経歴のある方、調査機関などの研究者の皆様、
ひと・まち社で東京都の第三者評価に携わりませんか。
高齢分野・障害分野・保育分野ご経験の皆様を募集中！！


